
ヒント　区内で最も大き
い狛犬です。

前
回
の
正
解
は
引い

ん
じ
ょ
う接寺
（
千
本

閻え
ん

魔ま

堂
）
の
石
造
十
重
塔
で
す
。

ら
の
取
組
か
ら
、
袋
路
（
行
き
止

ま
り
の
道
）
に
お
け
る
避
難
経
路

の
確
保
、
老
朽
化
し
た
空
き
家
の

除
却
等
、
具
体
的
な
成
果
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

問
＝
市
ま
ち
再
生
・
創
造
推
進
室

（
☎
222
・
３
５
０
３
）、
地
域
力
推

進
室
（
☎
441
・
５
０
４
０
）

ここはここは
　どこ？　どこ？

第251回

　

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
３
名

の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

は
が
き
に
、
答
え
と
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
本
紙
へ
の
感
想
等
（
感
想
は

紙
面
で
掲
載
の
場
合
あ
り
）
を
ご
記

入
の
う
え
、
〒
602
―
８
５
１
１　

上

京
区
役
所
「
か
み
ぎ
ょ
う
」
係
ま
で
。

締
切
り
は
２
月
28
日
（
消
印
有
効
）。

　

多
数
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

層
塔
の
総
数
は

奇
数
の
も
の
が
原

則
で
す
が
、
こ
の

石
塔
は
十
重
と
な
っ
て
い
ま

す
。
実
は
、
九
重
石
塔
が
、
別

の
石
塔
の
一
層
の
上
に
建
て
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。
至
徳
三
年

（
一
三
八
六
）
八
月
二
十
二
日

の
刻
銘
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
重

要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い

ま
す
。
一
重
目
の
四
方
に
は
四

仏
を
、
二
重
目
は
四
本
柱
の
中

に
種し

ゅ

字じ

（
梵ぼ

ん

字
）
を
刻
ん
で
い

ま
す
。（
い
）

水
道
の
手
続
は
お
早
め
に
！

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
支
給

童
３
人
目
以
降
（
１
人
増
え
る
ご

と
に
最
大
６
千
円
加
算
）

②
特
別
児
童
扶
養
手
当

支
給
対
象　

中
程
度
以
上
の
知
的

・
精
神
・
身
体
障
害
の
あ
る
児
童

を
家
庭
で
育
て
て
い
る
養
育
者

支
給
期
間　

児
童
が
20
歳
未
満
ま

で手
当
額
（
月
額
）　

障
害
の
程
度

に
応
じ
て
児
童
１
人
（
１
級
５
万

１
千
500
円
、２
級
３
万
４
千
300
円
）

問
＝
①
支
援
保
護
課
（
支
援
第
一

担
当
）（
☎
441
・
５
１
１
９
、
２

階
㉕
番
窓
口
）、
②
支
援
保
護
課

（
支
援
第
二
担
当
）（
☎
441
・
５
１

２
１
、
２
階
㉖
番
窓
口
）

　

１
月
６
日
、
本
市
の
社
会
福
祉

の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に

市
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
上
京
区
の
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。

※
敬
称
略
。
括
弧
内
は
学
区
又
は

団
体
名
。

※
ご
承
諾
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲

載【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
】

馬
場
時
子
（
室
町
）
、
佐
々
木
起

惠
子
（
翔
鸞
）
、
寺
田
知
子
（
桃
薗
）
、

宇
野
敬
子
（
京
極
）
、
上
野
み
ゆ

き
（
仁
和
）
、柴
田
陽
子
（
仁
和
）
、

人
見
佳
代
子
（
仁
和
）
、
廣
瀬
啓

子
（
仁
和
）
、尾
﨑
和
子
（
正
親
）
、

　

28
年
分
の
申
告
と
納
税
の
期
限

は
、
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
・
贈
与
税
に
つ
い
て
は
３
月
15

日
（
水
）、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
に
つ
い
て
は

３
月
31
日
（
金
）
で
す
。

 

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談 

期
間　

２
月
16
日
（
木
）
〜
２
月

24
日
（
金
）
の
平
日
９
時
30
分
〜

12
時
、
13
時
〜
15
時
受
付

場
所　

西
陣
織
会
館
６
階
展
示
場

（
堀
川
通
今
出
川
南
西
）

内
容　

申
告
に
関
す
る
相
談
（
譲

渡
所
得
及
び
贈
与
税
を
除
く
。）

問
＝
上
京
税
務
署
（
☎
441
・
９
１

７
１
）

　

市
内
に
は
、
細
街
路
（
幅
員
４

ｍ
未
満
の
道
）
に
京
町
家
が
軒
を

連
ね
た
町
並
み
を
残
し
て
い
る
場

所
が
数
多
く
あ
り
、
歴
史
都
市
・

京
都
の
大
切
な
資
産
で
す
。
一
方

で
、
こ
う
し
た
密
集
市
街
地
は
、

大
地
震
等
の
災
害
時
の
避
難
や
救

助
に
支
障
を
き
た
す
と
と
も
に
、

火
災
時
の
延
焼
拡
大
に
つ
な
が
る

等
の
防
災
上
の
弱
点
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
京
都
ら
し
さ
を
大
切

に
し
つ
つ
、
安
心
・
安
全
に
住
み

続
け
ら
れ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
の

実
現
に
向
け
て
、
地
域
の
皆
様
と

行
政
や
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
と

が
連
携
し
、
各
所
で
防
災
ま
ち
づ

く
り
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

区
内
で
は
、
密
集
市
街
地
を
含

む
６
学
区
に
お
い
て
、
細
街
路
の

状
況
等
を
点
検
す
る

”
ま
ち
あ
る

き
“
の
実
施
、
課
題
の
共
有
を
図

る
た
め
の
マ
ッ
プ
の
配
布
、
改
善

策
を
検
討
す
る
意
見
交
換
会
の
開

催
等
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ

　

引
っ
越
し
等
で
水
道
の
使
用
を

開
始
又
は
中
止
の
際
は
、
あ
ら
か

じ
め
（
約
一
週
間
前
ま
で
に
）
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
＝
北
部
営
業
所
（
北
・
衣
笠
東

御
所
ノ
内
町
43
、
☎
462
・
３
２
５

１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
463
・
４
８
２
６
）

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、
戦

没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等

の
受
給
者
が
い
な
い
場
合
、
遺
族

１
人
に
、
額
面
25
万
円
（
５
年
償

還
）
の
国
債
を
支
給
し
ま
す
。
た

だ
し
、
戦
没
者
等
と
の
続
柄
等
に

よ
る
優
先
順
位
が
あ
り
ま
す
。

問
＝
府
福
祉
・
援
護
課
（
☎
414
・

４
６
１
６
）、
福
祉
介
護
課
（
福

祉
担
当
）（
☎
441
・
５
１
０
２
）

　

手
当
は
請
求
の
翌
月
分
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
が

一
定
以
上
あ
る
場
合
や
、
児
童
が

施
設
等
に
入
所
の
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

①
児
童
扶
養
手
当

対
象　

父
母
の
離
婚
等
に
よ
り
、

父
又
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
子
ど
も
を
育
成
す
る
養
育

者
（
ひ
と
り
親
家
庭
等
）

支
給
期
間　

児
童
が
18
歳
の
誕
生

日
以
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

（
た
だ
し
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
対
象
と
な
る
程
度
の
障
害
が
あ

る
場
合
は
20
歳
未
満
）

手
当
額
（
月
額
）　

児
童
１
人
（
最

大
で
４
万
２
千
330
円
）、
児
童
２

人
目
（
最
大
１
万
円
加
算
）、
児

平
成
29
年

京
都
市
社
会
福
祉
大
会

京
都
市
長
表
彰

防
災
ま
ち
づ
く
り

の
取
組
が
進
ん
で

い
ま
す

税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

の
ご
案
内

木
村
千
加
子
（
聚
楽
）、
堀
田
陽

子
（
聚
楽
）
、
松
山
信
枝
（
聚
楽
）、

小
堀
君
子
（
出
水
）
、松
田
英
子（
出

水
）

【
老
人
福
祉
員
功
労
者
】

西
村
み
さ
子
（
乾
隆
）、
川
辺
由

紀
子
（
仁
和
）
、
梅
本
徳
子（
出
水
）、

大
野
純
子
（
出
水
）

【
社
会
福
祉
事
業
団
体
関
係
功
労

者
】

村
尾
愼
哉
（
上
京
区
社
会
福
祉
協

議
会
）

【
社
会
福
祉
事
業
施
設
関
係
功
労

者
】

大
本
貴
子
（
成
逸
老
人
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
、
坂
口
直
之
（
自

立
セ
ン
タ
ー
竹
屋
町
工
房
）

【
社
会
福
祉
事
業
協
助
者
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
】

棟
森
幸
子
（
春
日
）

市上下水道局
マスコット
キャラクター

澄
すみ
都
と
くん

防災まちづくり取組地区での
意見交換会の様子

【密集市街地を含む上京区の学区】
（太字：防災まちづくりに取組中）

成逸、翔鸞、仁和、正親、聚楽、出水、
室町、乾隆、西陣、嘉楽、桃薗、小川、
待賢、滋野、春日
※市では様々な支援制度を設けています。

災害に備え、災害に備え、
一緒に防災まちづくりに一緒に防災まちづくりに
取り組みませんか？取り組みませんか？

上京の魅力を発信中!!上京の魅力を発信中!!
上京ふれあいネット「カミング」
　ウェブサイト上京ふれあいネット「カ

ミング」では、区民の皆様と連携して

地域の魅力の再発見につながるような

区内の情報を提供しています。また、

facebookページでは、区内で実施されて

いるまちづくり活動やイベント情報、カ

ミングの取材状況等をタイムリーに情報

発信しています。ぜひご覧ください。

問＝地域力推進室総務・防災担当
　（☎441-5029）

・  「カミングKIDS」な
かよし3人組の上京
区役所たんけん記

・  古地図で ‘歩く’ 京都御
苑

28年度の主な記事

・  福井県小浜市から
　  遠

おにゅう
敷小学校の子ども

たちが修学旅行で鯖
街道をPR

・  自転車の乗り方を学ぶ
～「きょうと学生自転
車安全利用講習会」

　レポーターや取材先を随時募集しています。
上京の魅力を再発見しませんか。

北
部
土
木
事
務
所
で
す

北
部
土
木
事
務
所
で
す

放
置
自
転
車
は
危
険
で
す
！

こ
ん
に
ち
は

　

歩
道
や
車
道
な
ど
の
道
路
上
に

自
転
車
を
放
置
す
る
と
通
行
の
支

障
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
小
さ
な

お
子
様
や
高
齢
の
方
、
身
体
が
不

自
由
な
方
に
と
っ
て
は
、
ぶ
つ
か

っ
て
転
倒
す
る
な
ど
危
険
な
障
害

物
と
な
り
、
け
が
や
事
故
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
短
時
間
で
も
、
す

ぐ
に
移
動
で
き
な
い
状
態
は
「
放

置
」
で
す
。
皆
様
が
安
心
安
全
に

道
路
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
北
部
土
木
事
務
所
（
☎
492
・

３
１
１
１
）

上京　カミング 検索

（３）　平成２９年２月１５日　　第２５４号　　 市　民　し　ん　ぶ　ん　上京区版


